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台
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台
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踊
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さ
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検
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仇
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績
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・
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仇
る
の
陪
わ
ず
か
に
=
三
@

台
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i
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台
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台
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=
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濁
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さ
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れ
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膚
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右
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催
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知
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古
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す
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磁
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e
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湖
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・
・
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施
。
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・
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冒
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膚
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‘
。
，
平
岡
個
量
M
U
定
.
一
一
朱
m
k

ふ
ハ
必
み
で
康
面
調
-
z
u
・
円
e
a
-
-
衝
剛
健
に
肉
。

一 日 一

て
e

e
に
-
R
S
'

一
量

E
る・

2
1一
二
索
。
一
也
ζ

ろ
で
東
西
に
眠
採
石
を

"伺》

並
Z
L
て
室
内
を
臭
事
島
&
備
事
偲
に
A
W
A
Y

て
ゐ
る

臨
し
て

と
@
仕
切
石
@
曹
耐
え
で
庄
原
国

ι・
し
い
高
6
5
2
は
旭
め
ら
れ
&
い
出
席
圃
に
陪
品
区
切
g
-
四
M
g
k
T
雌
r
h
堂
島
民
き
つ
ゐ

...飯町.回..，川市

ztに

E
f
z
e川
石
を

町
民
厳
L
て
e
a
る
白
仕
切
石
で
区
切
ら
れ
る
幽
R
.

，aA
B

MR礼
服

ψ
一
形
成
す
る
£
&
凶
m
e
す
ま
で
も
な
b
.

綱
-
n
自
慢
聖
・
置
き
一
念
に
髭
ぷ
働
a
a
島
g
m
L
V
る
の
み
で
一
m
m
e
幽
明
穴
-
a
v
e
-
嵐
官
欄
民

a
R
a
・
伽
組
合
回
'
a
は
便
局
し
て
‘
な
ー
‘
.
R
西
岡

E
は
琢
圃
a
ら
ー
、
き
な

9
割
石
@
事
摘
み
で

-
a
れ

J
4
飯
石
色
宮
崎
m
る
な
が
ら

--Kげて
ゆ
〈
乎
援
が
一
と
ら
れ
て
い
る
・
夫
弁
ま
で一

一

《
血
友
の
高
さ
を
測
り
、
石
首
z
'
a
ゆ
遠
か
ら
-
z
a
R
ヲ
紅
白
宮
崎
，
幽
し
て
・
竃
@
図
柄
も
角
〈

-iゐ&め
ぐ
ら
し
な
a
b
売
斧
に
要
る
・
鍵
9
4
又
弁
@
園
"
は
震
〈
・
6
e
積
上
げ
は

終
局
に
勧
艇
も
て
一
向
患
を
A
V

〈
る
と
&
&
な
る
@
で
E
X
持
孟
時
一
敏
で
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
・

t四

車
内
犠
酬
は
一

-K倹
丹
が
幽
E
7
旬
れ
て
‘
て
右
咽
-
e
・
・
‘
合
せ
て
蜘
-
A
き
v
e
-
-
で
も
会
問

1

・
・
総
e
z
m
し
て
い
る
こ
L
Z
は
醤
e
&
ー
‘
で
あ
ゐ
う
・
m
m
a同
g
e
よ
専
は幽
期
制
し
て
し
い
て

天
井
r
a
は
荷
主
再
聖
で
支
え
ら
凪
て
い
る
区
す
，
な
L
危
険
企
続
誕
で
a
a
v
食

"
に
西
側

e
R
m
援
は
調
牽
中
に

ι土
匠
に
よ
A
V
τ

品
寄
り
出
L
て
〈
る
宵
惨
で
あ
っ
た
・

東
側
に
陶
ロ
す
る
様
阿
u
-
h
+
・
‘
施
実
六
4
z
a
・
で
a
z
-
-
怠
右
に
-
肱
づ
っ
@
鋤
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石
を
立
て

一

E32Err-‘
4
1
2は里

• で

」

i
i
E
2
2
;
i
f
'

Lい
外

72Lて
草
さ
れ
て
も
も
が

ヌ
鮮
の
錐
C
は
な
、

こ
の
線
道
僚
陪
峰
山
を
闘
っ
て
晶
m・4
上
げ
ら
れ

捜
門
天
持
石
の
ト
芳
七
十
樋
傘

に
及
ぶ
の
で
、
必
右
肩
霊
の

E

・
1
4
は
傾
向
手
釘

rac直
上
に
ま
で
嵐
ば
さ
れ
て
両
者

m鐙
悼
惜
す
る
・
ez
た

-ma-官
官
『
の
亀
山
は
石
室
に
附
っ
て
傾
斜
す

る
よ
'
餌
ら
れ
た
の
で
監
百
@
γ
陸
姐
障
は
外
債
に
阿
っ
て
尻
上
り
&
惜
し
、
映
門

E'隆
蘭

U
石
室
白
鳥
圃
よ
り
も
更
に
三
十
五
組
昌
弘
I

勺
縫
っ
て
破
門
暗
闇
値
観

ず
の
の
曹
関
き
以
一
衆
で
あ
る
・

E舗
の

2
B
E
t
fに

t
i
t
a
-
-
E立

て

E
t
i
z
b
E打

込
ん
で
問

重
石
の
鳳
倒
を

m，
更
に
そ
の
外
智
樹
壁
寄
り
に

一
敏
@
終
石
を

Z
4
4け
て
あ

q
A咽
珊
)
e

-a侮
に
於
け
る
纏
由
。
削
ら
れ
企
線
認
C
・R
・帯
b
ら
、
み
石
童
悶
奮
闘
さ
の
約
}
衆
ぽ
向
。
が
地
山
を
極
り
く
ほ
@
て
鑑
R
A
M
れ
て
I
U

る
ζ

之
が

5
か
が

わ
れ
る
が

L

れ
は
丁
度
'
阿
曹
人
弁
石
の
書
き
で
め
り
・
央
軍
曹
石
の
粛
さ
に
綱
当
す
る
・
乃
島

raaae高
き
@
=
分
の
4

が
地
下
に
管
き
れ

三
分
の

ニao岨
Z
L
4
区
あ
ら
わ
れ
る
よ
舎
に
隻
遣
さ
れ
た
よ
k
k
な

Z
9
0
で
侮
っ
て
‘

言
主

2
2
2墜

を
蜘

z
t
t怠

し
て
お

LE:

5 
以
上
品
べ
た
姐
〈

石
窟
@
締
逃
比
後
血
原
皇
彼
方
幽
鴨

-m夜
船
告
さ
れ
た
古
墳
で
は
も末
記
恒
例
官
知
t
p
仕
上V
が
広
〈
定
九
州
地
方
に
皿
金
転
ず
れ

ば
盆
ず
し
も
少
な
、
と
は
一
云
え
亀
L
・
&
ま
た
本
石
室
の
鷹
過
が
繍
穴
式
石
軍
色
」
て
は
比
酌
底
的
古
式
の
様
相
を
伝
え
て
い
る
ζ

と
も
じ
に
指
鋪
し
た
主
亡

;
;
に
聖
書
i
i
I
2そ

c
t
e
-
-ら

t

臼

遺

物

そ

の

配

置

i
i
z
v
 

， 

石
雀
内
発
見
に

aか
る
副
石
勧
遺
物
の
白
血
日
夜
厩
は
次
@
巴
と
お
り
で
あ
る
・

H 

• 
変
形
丘
駅
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ー

伺

組

具

勾
五
一
・
玉
九
切
子
五
六
琢
盤
三
一
今
玉
八
十
-

• 

【
肉
牟
a
w九》

関

• 
』同

-n一
一
‘
鉄
・
f
a
+
五
1

刀
子
二

" 島

-1"温
暖
一
鋼
状
4

金・

例
外
一
・
免
・
其
一
一
+

』同

ー-須

怠

E 

"
“
円
a
z
F
曹
関
E
問
、

M
一
査
二
捷
治
闘

』
れ
ら
a
h
W
u
-
-
冒
欄
の

g
“
“
晶
K
L
て
は
決
し
て
多
い
も
"
で
危
L
・
a
-
-
u
む
し
ろ
S
W崎
明
が
畠
京
極
崎
明
で
あ
A
V
た
&
乙
ろ
か
ら

8
・
e
E
・
総

S
R
に
桟

-sし
色
付
れ
ば
な
ら
な
I

九
伺
虚
の
一
忽
扇
副
市
民
よ
っ
て
土
問
矧
@
一
a怜
a
a
w
し
氏
は
a
m
徹
し
て
多
少
。
賞
揚
阻
み
え
る
け
れ
ど
‘
、
訓
"

当
時
@
状
況
を
大
体
脅
し
え
ら
れ
る
@
ほ
・
い
で
あ
る
・
そ
@
闘
士
往
復
は
歯
医
寓
七
に
よ
っ
て
'
か
冶
え
る
で
必
ゐ
，
a
少
し
〈
凶
働
組
明
を
畑
、
史
て
お
ι

， 
仕
切
省
に
よ
っ
て
嶋
復
位
仕
切
L
P
れ
た
幽
R
，
‘
で
は
仕
切
石
詰
但
〈
之
自
慢
俸
に
盤
L
て
車
刀
各
々
一
口
が
-
-
a
V
t
・
-
抑
者
。
，
返
〈
に
E
さ
ね
て
L
た

E
奇
人
-
w
に
は
・
・
・
寄
り
に
U
R
-
-
"
に
用
い
ら
れ
た
革
期
が
-
傭
L
て
鎌
見
さ
れ
k
-
R
同
体
表
舗
を
と
院
し
て
仕
切
石
よ
L
嫌
。
て
も
る
が

C
れ
は
当

置

に

A

幸
E

檀

L

t

t

e

長
E

'

L

E

A

2

宅
t
・

-岨
曹
人
昼
w
e
園
尾
‘

n，
、
に
偽
見
さ
れ
た
-
R
・
A
.僻は
1

・
ず
れ
も
a

-ι
伺
え
一
括
L
て
事
ね
ら
れ
た
伏
.
が
考
え
ら
れ
る
佐
匂
石
と
健
闘
算
が
・
ず
る
額
分
に
M
H
薄
商
各
々
一
個
の
関
付
量
が
置
か
れ
て
い
た
が

!
b
f
ι
』れ

4
・
・
m
-
r
古
伝
よ
ヲ
て
破
仰
さ
れ
て
ー
‘
る
・
そ
れ
で
も
安
髭
当
初
@
収
浪
を
市
す
る
に
・
〈
な
い
・
仕
切
-
め
に
よ
勺
て
区
別
せ
免
れ
た
-
R
・
守
備
は
，
僚
を
z
p
a

す
る
a-
の

4hao
そ
の
岡
豚
民
個
"
“
概
さ
れ
た
奮
@
耐
賓
が

拠
a
聞
に
於
l
v
て
省
a
u
喝
牟
徳
M
F
怖
に
れ
眼
幽
罰
さ
れ
た
こ
一
主
色
物
割
っ
て
i

・2
・
・
綱
付
a

ー
の
釘
か

hE冒
・
曹
に
纏
し
て
u
a
a
a
・
牛
頭
2
密
集
し
て

h
・。，

S

2

2

・

で

あ

9
て

君

主

主

主

z

i

f

t

z

t

l
-
-
-
w
に
』
。
附
，
u
e
e
z
e
m
v
は
，
L
い

ι・
伝
・
付
切
品
川
仰
内
外
民
あ
勺
た
主
恩
わ
れ
&
己
れ
ら
れ
調
制
@
喝
問
。
R
a
は
明
白
句
か
で
令
L
V
・

£
に
は
高
原
四
-
a
"
一

-b嶋
ι
電
磁
舟
L
4
1
・
の
勺

仕
切
石
町
剤
倒
に
a
-
m
也
前
が
司
令
ら
れ
企
・

ー
は
銅
婦
を
E
商
向

t並
べ
て
い

E
5で

• ， 
a
R
慢
に
慢
し
て
仕
切
a
e
制
約
一
+
・
@
と
こ
る
に
句
"
R
S
仇
た
孟

r宣
Z
駒
山
望
。
ガ
肉
か
ら
M
W
鋤
L
て
a
m
巴
代
氏
で
円
土
し
t
a

よ
れ
は
高

• 

_ 16-

c 



?
?
t
i
z
A
t
t
i
s
-側

【
l
t
3防
3
V
が
か
た
念
。
て
発
見
さ
れ
記
が
ζ
れ
は
3
砂
人
骨
M
h
附
測
す

る
‘
@
之
島
わ
れ
る
・
禽
幽
閉
歯
Z
&
袖
F
e
e
-
す
る
備
に
は
た
面
軍
鍵
血
【
4
u
ヲ
》
が
磁
除
L
て
短
見
さ
れ
危
が

己
れ
ら
穐
-
a
舗
は
ふ
実
体
観
W
当
初
@
位
置

を
・
1

・
て
k
l
・
-
a
弘
ら
れ
る
昂
奮
闘
牟
-
-
e
a
衡
中
将
に
箆
単
に
土
。
化
。
u
E
m
E
"
で
・
め
る
東
南
曹
に
話
。
て
・
1ゆ

そ
。
.
岡
に
鈴
省
唾
寝
泊
歯
舞

見
さ
れ
‘
領
a
4
号
e
v
v
h
は
・
3
吻
‘
-
a
・
m
m
が
稲
島
商
向
き
に
一
倍
さ
れ
て
い
た
・
獲
量
3
号
@
剛
1

袖
右
脳
間
近
K
M
M
a
'
2
号
ム
E
e
a
，
合
計
三

-
e
・
が
発
見
さ
れ
て
L
，
。
.
-
l
号
。
下
に
ほ
度
不
思
@
“
蝕
ぜ
る
崎
明
治
-
a
り

』
@
中
a
b
鋪
伏
広
金
物
事
先
含
兵
d
艮
な
£
A
E
発
見
さ
れ
企

が

鈍

奥

平

Z

Z

E

E

佳
E

Z

T

で

E

L

て

も

た

・

2

3

1

2

摘

に

霊

さ

れ

た

鈴

a

c

t

s

E

長
L

品

。

竺園駅
主
金
〈
副
舞
台
る
舗
で
，
3
a
'
人
骨
に
事
行
L
て
い
る
ζ
と
A
M
ら
'
h
』
れ
に
附
凶
ぜ
る
副
知
u
備
え
る
は
明
畠
置
で
あ
る

以
上
で
遭
舗
の
釧
土
紋
翼
民
つ
い
て
火
'
e
a
ベ
終
っ
た
花
々
怯
怯
切
石
に
よ
っ
て
g
a
万
さ
れ
た
傘
"
‘
剤
"
の
健
勝
盆
が
駒
A
V
K
嶋
崎
@
a
-
e
た

i
i山

T
I
T
I
i
i
i
s
i
i
i
fい

ず
れ
も
涌
位
を
旗
開
に
と
る
・
ζ
れ
に
"
L

て

3惨
-
-
w
a
否
情
姐
閑
語
れ
て
安
量
さ
れ
怠
‘
@
で
あ
'
・
慣
れ
松
島
宅
島
酬
に
と
る
従
っ
て
1
2
リ
篠
崎
a
k
仲
'

m

3
1
3
i
・

a
u
w
v
h
伴
う
第

4

次
臨
u
w
a
舗
に
一
万
け
ら
れ
る
@
で
-
a
z
-
-
衝
し
て
a
m
u
"
"
に
吾
。
τ
u
験
し
て
金
g
a
a
"
の
も
@
L
Z
し
て
よ
i

・
A
n
ど
‘
，
a
m
不
明
・
危

as--
，
 
ま
た
渇
観
b
泊
ん
ど
嶋
霊
治
‘
に
足
隠
さ
れ
て
司
、
z
-
e
も
迫
語
附
K
・
2
・
草
さ
れ
た
伏
震
で
は
&
も
a
F
a
-
-
わ
れ
る
援
闘
を
生

rる
-
"
に

高
話

・
瑚
な
U
P
L
の
曾
白
銀
-
z
つ
食
棟
振
に
ζ
e
a
B
を
環
〈
寸
る
但
突
っ

Z

闇
路
建
物
@
配
列
・
初
鶴
岡
m
d
p
&
a
-
"
に
停
，
区
別
色
ニ
z
m
ず
‘
の
で
あ
る
一
之

a
-
3
ζ
と
は
大
民
的
に
箱
崎
h
m
ば
な
'
り
な
も
后
そ
の
個
々
に
つ
い
て
は
ど
ち
ら
区
母
国
す
ベ
e
a
際
関
'
視
る
、
そ
れ
ら
に
つ
h
て
は
喝
物
自
体
区

勺
』
て
の
値
隈
肘
金
飢
え
た
倹
巳
改
め
τ
勾
広
u
d
聡
ら
主
ι
九
灰
色
ト
a
w
a慣
m
q
に
つ
、
て
M
a
療
す
一
@
ζ
と
と
す
る

e→ 

{
間
開
F
r
J

• 
軍
事
孟
臥
.

餌

信

-
掴
a
'
L
，
、
.
剖
宵
も
-
R
〈
h
q
l
‘
一
野
副
に
は
L
'
姐
釦
聞
が
路
島
箇
L
て
睡
園
女
。
企
画
・
を
う
か
が
‘
E
z
-
-
&
U
出
家

-
で
#
付
金
も
q
a
‘
。
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な
L
が

tわ
り
に
息
品
P

E

E

r

• 

長
a

な

る

と

恩

わ

れ

る

金

聞

は

E

4

5

2

2

t

E

t

f

t

-

盤
ぴ
‘
更
に
肉
例
区
一
暢
を

e
u
η
て
、
る
が
そ
の
文
栂
は
不
明
・
で
a
e
-
-
-

-
m
は
明
憶
で
k
‘
.
中
味
e
M
m
は
径
一
八
・
e李
首
惇
移
動
g
a
す
・
外
区
は
外
側
企
n
b
z
-
a
e
-
-
文
裕
複
.. 被
文
世
帯

"
"
・
で
あ
勺
て
.
線
-
A
a
-
-

，

ζ
@
鳩
副
骸
穆
-
a
u
-
R
a
酒
器
略
。
合
滑
に
割
何
・
多
〈
そ
@
k
g
a
w
が

‘

E

S

2

5

2

S
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ら
み
た
ど
動
車
を
農
伺
崎
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・
も
@
で
あ
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・

E 

2
1
1
i
i
i
f
i
l
i
-
-
8
3
1
i量

i・
i「

r
t
i
t
-
-
g

23は

g-E里
民

Ed--itESEm--E12Eii

-EI:‘
trattEFith探

KEEl-wp可

i
E
i
i
t
l
 

。b

・
問
厄
尚
・

&AaR樽
附
置
椅
暢

j
『

I
t
s
-
j
E一

i

i
i
z
E
S
 

i
s
i
m
i
-
-
t
z
 

i
i
i
;
i
 

Q
Z置

下

E
霊
長
市
守
会
主
晶
一
号
車

" 

@ ⑨ 

a 
陶

+ 
凡
年

B 

@ 

E
i
i
i
E
t干

一
年
刊
日

￥
A
靴
型
正
岡
市
.
観
閲
嘗
旬

hkψ
食
品
飛
鳥
吟
盆

「

i
l
i
-
-刷

r
i
g
-
r
;
E
l
i
-
i
-

i
i
s
 

+ 

T・

事

i
i
 
• 



" 
'1、

B審

今
回
-
R
牽
せ
る
第
竃
号
機
に
つ
い
て
@
実
・
は
網
広
@
主
お
り
で
あ
る
A
E

怠
吉
積
@
隼
代
に
つ
、
て
簡
単
に
触
れ
て
飴
ぴ
と
す
5

否
室
。
楊
造
に
つ
い
て
は
畏
方
形
単
定
で
後
期
合
場
退
官
判
。

aR週
一
£
は
園
初
っ
た
両
袖
岨

avh壁
。
附
民
L
、
石
志
の
梅
擦
が
割
石
捕
で
高
〈
堕
石
は

天
芥
は
一
秒
右
で
お
き
え
ら
れ
床
聞
に
仕
切
石
の
舗
肢
を
弘
る
な
左
後
期
合
繍
主
し
て
は
繍
特
悲
な
偲
a
K
M衡
す
る
・
返

費
量
@
童
書
日
発

EabEEmwh加
え
て
来
て
お
り
佐
野
虫
干
で
は
白
書
著
書
ι加
の
需
品
質

S
E
E丞
昔

話

荷

様

子

山

欠

場

君

主

Eに

F
A
Z
E関
行

2
hよ
E
F
E
E
-造
E
Z
f

E
f
T-宿
E
I
B
足
J
P
c高
島

近

L
E
Zで
あ
る
・

内
側
に
強
〈
ぜ
り
闘
し

乙
れ
ら
の
慣
例
は

Eも
ま
た
倭
返
し
て
い
る
府

一
方
酬
倍
野
晶
に
於
も
て
は
ζ

の
時
期
に
普
遍
的
な
も
の
が
多
い
が
蝕
調
布
具
険
信
組
眠
状
詮
金
物

am恵
暖
な
と
区
比
般
的
情
鋼
を
限
る
乎
働
り

6
2
t
i
t-2
1圃

e
i
i
i
z君

主
比
政
す
る
と

;
5
2高

じ
ら
れ
る
の
は
否
定
出

来
た
い

ζ

れ
ら
M

比
五
世
紀
後
零
か
ら
六
世
紀
騎
手
代

K
R
r
'時
創
り
古
概
論
得
品
切
に
み
ら
れ
る
特
.
慨
を
省
L
て
L
る
ζ
企
An
掬
繍
幽
ゑ
ょ
う
・
乙
れ
は
石

重
の
梅
造ー
と
含
わ
せ
考
え
て
も
矛
摘
す
る
も
の
で
は
な
も

"
に
須
恵
曹
の
を

y
i
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ζ

訟
は

ιの
方
面
の
研
吹

e
温
め
る
よ
E
・R
・
-
で
あ
り
一

Z
E
Zか
ら

み

て

書

官

量

のしさ

i ?i 
よれ.

f i t 
鴫図る
負手趨も

i E i 
M のわ
た"れ
T K る
食比」ら
い xc 

StT 

i 1i 
ん山台
に宮嶋

な号@F
て島上
来るそ
先@
須 ζ 写

E e 代2回， . 
土明

年中僚
でよな

2品主
事号"
0 れ周
鋸た知
料 e
1: ~釦

骨量ム
降旗世

豊臣自
の た .
云し代， .に
第<，恒
三本乱
~筋合を
に一甥包

比
定
さ
れ
る・i

i
E
S
E
f
i
l
i
a
l
aが

わ
れ
る

i
i
i

e
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え
古
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"
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‘
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こ
と
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見
過
せ
な
い

し
か
し

主

主
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で
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副
都
晶
船
積
怠
s
e
u込
依
ζ
t
h
て
営
戸
山
合
伊
始

。
闘
終
局

t
z
F
E
E
T
;
2
2
8
1一
z
t
f
fる

第
よ

q
下
る
一
』
主
も
M
U
の
ね
に
命
ら
な
I

』
で
，
ゐ
'

L

・h
・8

自

E
S
Z
K
E
E
f
t
p
t
i
f
f

‘ー

比
a
n
氏
。
分
制
さ
れ
色
鏑
↓
一
周
術
息
'
e
p
也
つ
性
格
が
め
る
』
Z
L
n
れ
る
・

か
〈
L
て
舗
N
“
・
a
司
す
る
&
e
d
ゐ
宵
破
。
旬
代
は
包
U
R鴫
牟
a
a
'
中

震
の
頃
に
比
定
す
る
の
が
書
室
で

Z
ろ
3

さ
傘
ζ
e
M
国
旭
方
は
筑
後
川
に
語
っ
て
筑
後
地
方
企
週
錨
し
て
お
'
縫
っ
て
北
九
州
文
化
止
の
交
渉
陪

ζ
@
L
N
B
に
よ
A
V

て
行
b
れ
る
こ
&
が
多
a
u
っ
た
主
息
b
れ
る
血
後
凪
土
民
自
国
・
0
a
v
h
，
け
ず
人
向
・
8
・
R
a
園
生
且
寵
行
官
e
a
L
て
&
e
g
に
入

で
あ
る
。

ヲ
島
氏

L
g
見
え
て
ー
、
E
q
=
&
4
・
・』
れ
h
v
物

mz@泊
属
品
"
で
あ
ι
ヮ
，
.
£
。
.
4
'
な
-
a
a
F
'
au
訓
告
蔽
幽

e
す
サ
め
る
・
忌
u
a
本
化
十
ゐ
晶
司
容
れ
て
い
る
わ
崎
町

古
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五

第

E 

号

墳

整

理

調

査

E
9械
は
倒
産
@
伺
，
、

刷
初
二
十
五
等
三
九

r
h
r
v
t
A石
室
内
に
鈍
怖
の
停
，
る
L

企
を
M
m
a
'
a司
開

a
a
孔
主
お
ぼ
し
・
嗣
室
生
慨
に
あ

っ
た
孔
よ
り
室
内
後
簡
を
聞
を

L
h
E
ζ
b
E
F
O

-
勾
嶋
崎
。
苑
"
に
問
遣
し

τ石
室
内
0
・
軍
事
之
聖
帽
の
問
写
を
行

3
己
主
F
L

し
た
・
当
臨
時
は
車
内

に
ほ
土
刻

a範
幸
り
‘
室
内
各
所
に
主
"
が
乱
被
・
需
品
罰
さ
れ
て
L
た
た
め
裏
肉
の
状
沢
ぞ
盛
岡
の
ぬ
筏
も
明
ら
か
T
な
か
っ
食

そ
の
た
め

」
0
・R
の

調
査
で
低
落
門
よ
り
土
細
企
少
し
ず
勺
愉
去
し
て
室
内
の
董
薗
喝
を
付
a
z
e警
が
あ
っ
た
・
句
諭
室
内
@
崎
支
左
闇
跡
"
に
繍
膨
白
身
の
実
副
市
吉
明
主
主

体
毎
た
る
右
童
の
関
係
な
ど
の
調
査
も
必
要
企
さ
れ
る
の
で
ふ
ら
唄
は
そ
'
J
し
た
凋
盆
の
鷹
市
"
に
し
た

aっ
て
考
事
を
す
す
め
る
こ
一

avhす
る

H 

右両

丘

E
a守
績
は
法
恩
t
守
山
怖
を
利
用
L
て
穆
土
さ
れ
た
伺
繍
で
念
体
が
箇
側
低
傾
斜

L
た
地
盤

meた
め
団
側
に
そ
っ
て
針
土
を
厚
〈

aqて
阿
彩
。
墳

昆
を
構
簸
し
て
レ
る
・
又
こ
の
酒
側
に
お
い
て
は
自
治
@
傾
斜
に
盛
土
し
た
毎
位
の
土
期
混
血
突
を
防
〈
企
め
針
土
轟
筋
に
聾
石
会
配
し
て
tu
る
の
は
率
塩

備
に
鳴
丘
を
眠
気
ず
る
場
合
主園
内
な
っ
食
費
躍

K
E
え
る
・
域
丘
ば
土
組
織
の
併
前
取
り
な
ど
で
も
主
@
形
状
を
偽
喝
さ
な
も
台
、
創
b
れ
た
-
m
A
X
A
屯
ど
を

繍
足
し
て
み
束
。
影
を
想
定
す
る
主
，
直
径
三
+
ム
案
。
同
形
合
摘
に
な
る
・
-
門
は
晶
竃
も
傾
斜
の
危
な
百
仰
に
む
合
っ
て
作
ら
れ

石

苦

言

は

E

を
示
す
・
喰
丘
は
裏
側
潅
彩
。
布
、
節
分
は
岩
手
掴
り
凹
@
て

Z上
郎
K
謹

書

し
て

Lる
た
め
金

t
z
t
a，
E
Z
Z
Eれ

た
内
網
侭
見
え
る
が
爽
掴
@
紬
皿
震
で
は
西
側
。
益
儲

a一
一
会
健
保
く
た
っ
て
い
る
・
封
土
と

L
て
盛
土
さ
れ
山
土
頬
M
H
・R
・
酬
で
二
傘
西
舘
区
栄
L
て

玉
求
の
厚
き
に
盛
ら
れ

2で
は
更
に
一
俊

E
2
2
F掘
り

2
2モ
L
2
2
2
2さ
比

西

側

と

自

で

は
智
子

E
S

あ

る

が

ま

最

高

摩

し

て

E
Z
E
Zよ
り

語

3
望
e
nさ

E
1
2
i
f
k
z
f
肉
、

z
r二
衆

室
町
さ
一
家

zm-a
の
轟
壇
併
存
姦

L

園
側
で
は

そ
の
昼
唱
@
画
。
，

eh，尿圃圏
一
に
な
っ
て
L
e
a
・
現
存
寸
る
曇
凶
唱
は
東
側
之
定
側
以
ム
エ
刻
。
断
剛
号
取
り
で

_u_  
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拘

W
卑
唱
し
な
L
b
嶋
止
令
周
に
わ
た
ヲ
て
喝
a
作
品
K
L
食
e
.
。
a
-
司
え
F

句
れ
a
・
L
食
A

罰
叩
て
E
g
b
吉
国
筒
，
a
企
は
わ
F
か
に
告
と
1

・
，
-
-
a
v
h
a
s
-
q

対
土
U
Z
虫
色
電
狗

f
か
区
a
'
R
度
に
・
ら
れ
た
も
@
で
あ
る
と
t
h
5
与
一
a
a
山
撮
る
・

'
t
e
は
輔
側
m
S
晶
画
閉
餌
に
多
〈
使
周
き
め
計
て
1

・て

L
e
-
u
で
は
土
・
e
S
R
A
吹
を
m
〈
た
a
k
-
-理
轟
働

そ
@
よ
聞
更
に
は
w
'
a
喝
&
墳
丘
町
主

。
漫
な
E
K
多
・
の
白
総
石
E
F
E
E
さ
れ
て
L
z
e
-
-
m
個
に
お
i

・
て
位
、
附
旬
政
均
'
e
食
品
野
筆
者
e
u
a
s
a
は
明
確
で
な
‘
が
日
告
勾
配
@
上
方
に
縫
い

-
Z
石
a
少
危
く
な
る
傾
向
に
あ
る
の
e
a
t
-
e
れ
た
昆
ぷ
少
な
か
っ
化
』
と
と

繍
丘
e
-
s
e
-
-
p
a
白
"
に
高
〈
な
っ
て
も
る
こ
&
に
a
る
も
の
で
‘

と
e
・
的
唱
に
お
"
る
a
B
土
e
a
E
出
a
箇
個
区
民
し
て
あ
窓
砂
剛
掴
佐
々
ら
な
か
っ
危
ζ
&
を
g
‘
ず
る
の
で
は
K
L
か
主
恩
勾
さ
れ
る
・

本
欄
丘
陪
附
a
e
釦
，
、
自
給
丘
t
a
g
-
m
し
て

を
e
K
M
恥
剣
砂
金
-
-
L
た
a
-
e
で
、
そ
の
朝
日
包
e
e
-
n
勾
E
e
上
方
b
g
震
に
修
"
し
食
こ
&
a
在
.
.
 

さ
れ
E
g
-
-
』
れ
ほ
飢
備
に
M
い
て
崎
電
電
島
@
阿
噌
n
h
h
圃
畑
り
円
。

-
e
e
g
也
が
い
た
ず
ら
民
亀
山
M
'
m幽
L
て
i

・
る
の
も
見
て
‘
、鍋嶋
a
e
-
-
田
島
・

E

し
て
い
危
ζ
色
が
創
判
断
さ
れ
る
で
a
a
s
'
e
・
柵
a
n
n
e
山
内
宅
制
期
し
て
い
る
食
a
多
〈
の
・
-
b
e
e
存
が
m
e
ら
れ
Z
e
a
-
-
t
u薦
問

L
e
‘
@

は
今
回
-
B
で
金
〈
且
司
見
さ
れ
て
も
な
ー
っ
又
外
喧
司
区
舟
@
釦
，
、
も
の
を
w
w
L
h低
I
v
e
は
悶
喰
丘
院
の
戸
師
に
貧
か
れ
た
K
の
そ
の
・
裕
a
危
か
ヲ
免
‘

e
e
恩
‘
‘
さ
れ
る
・

同

丘

室

の

関

係

組

石

， 

本
場
の
毒

2
t
t
z
U
T
S
Lて
向
車
、
e

令
。
山
内
耳
路
軍
調
書
一
e
H
h
a
ら
れ
た
倶
唱
直
に
そ
っ
て
佳
作
ら
れ
て
L
.
。
.
石
軍

は
館
後
-
-
e
-
-
盆
よ
り
な
'

ぞ
@
傘
立
・
は
a
暗
々
、
話
を
伶
L
t
h
t
・
-
石
g
a
a
よ
り
凶
噌
現
迄
@
智
備
さ
は
一
今
飛
で
あ
今
後
雀

・
・
・
肉
。
衡
さ
が
傍

一
】
量
一
+
畠
突
を
憶
え
、
-
R
h
h
-
A
係
省
@
園
"
-
e
b
H
+
属
え
比
五
+
・
内
需
'
a
色
見
て
欄
創
耐
話
@
盛
土
e
n
s
ロ
ェ
ー
乃
延
三
十
M
R
a
ぽ
で
あ
る
-
-
w
・

本
績
が
偉
か
れ
た
当
時
晴
b
す
れ
ぽ
多
少
u
n
t
e
‘
山
b
a
働
る
と
緒
え
な
け
れ
ば
な
句
セ
1

・
a
ぞ
れ
巳
L
て
‘
“
R
L
t
は
引
磁
の
露
見
世
阿
古
歯
切
皮
M
L

一副ー



雪

ECKを
Z
Eの
で

内
毎
毒

E石
重

量

君

主

力

E
2
2
2
r
tる・
与
は
主
主
で
あ
品

z
f

し
〈
績
丘
中
矢
郁
E
位
認
す
る
こ
k
k
〈

-Eに
ず
れ
主
主
遍
が
や
や
隊
"
に
主
よ
っ
て

h
f
t
z主
?

の

E
2
6

か
ら
一
考
‘
し
て
行
わ
な
か
っ
た

E
k
t
訴
す
も
@
で
あ
る
か
も
匁
れ
な
ー
に

舗
に
窓
ベ
品
に
知
〈

欄
丘
を
k
w
る
v
k
e
e
た
っ
て
臼
倹
勾
副
底
上
方
を
少
し
掴

。
阻
め
て

z
e
E
Z
L
t
fは
E
2
2
5
2で
二
高
度
の

E
Z
E
K
E
量
に
比
し
て

E
S併
で
あ

る

以
上
の
よ
う
立
規
正
区
比
し
て
傾
斜
面
阿
佐
ー
、
方
に
喫
門
を
訟
げ
る
と
1

・
5
石
室
の
遺
作
法
は
主
体
‘
た
る
石
室
除
泌
を
婦
。

主

主

主

門

の

Z
2し
て
隊
車

2
1
f，
高

Eも
の
で
あ
句

E
E
E
E量
Z
E
E危
ど
良
〈
考
え
ら
れ

2
T
I

こ
と

a出
衆
る
・

そ
の
両
者

eu--Ba明
信

vhn在
し

τ
l-z-点
が
抱
繍
出
衆

c
eよ
う
に
本
墳
の
嶋
丘
主
主
体
‘
た
る
右
政
@
関
係
を
健
前
零
す
る
之

る

LE位
置
。
語
文
に
あ
ら
わ
さ
れ
允
聖
主
と
し
て
喫

R
Z
E
E
E
-
-
E
t
z
e
E
z
-
-也

z
e、
誌
に
と
ら
わ
れ
る

i
〈

r
t
i
l
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i
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仕
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齢
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古
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ず
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摘
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仲
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録
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叉
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さ
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R
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さ
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ず
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近
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が
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